
 

タブレットの持ち帰りについて 
夏休みにはタブレット端末の持ち帰りをしました。この冬休みも持ち帰っ

て学習に活用をしてください。これからは、学期中の平日でも家に持ち帰る

機会も増えてくると思います。 

学校での各授業でも、タブレットの活用が増えてきています。一人でじっ

くり考える、お互いの考えを交流、教え合い、インターネットを使った調べ

学習、プレゼン作品の作成、タブレット上で筆算、生徒宅に授業配信、先生

の自宅からの授業の配信、道徳、協働学習、クラス全員の意見をリアルタイ

ムに共有、などなど、、。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中市立第十五中学校 学校だより   令和３年(2021 年)12月 14 日     

    - 11- 
   http://www.toyonaka-osa.ed.jp/cms/jh15/ 



 

 

 

今後毎日持ち帰ることになると、教科学習だけではなく連絡ツールとして

の活用も考えられます。例えば、欠席の連絡や、毎日の発熱や健康チェック

をタブレットで送る、といったこともできるようになるかもしれませんね。 

 

心配なことも・・ 
タブレットやスマホはとても便利ですが、怖さもあります。うまく使いこ

なせるよう自分で自分をコントロールする力が必要です。 

 

１ 使い過ぎに注意。 

タブレットやスマホは魅力的なのでどんどん時間がたってしまいます。 

健康のためにも時間を決めて使うことが必要です。夜は自分の部屋に持ち込

まない方が良いと思います。おうちルールを決めましょう。自分では制御不

能の場合は、スクリーンタイムの設定ができます。（裏面参照）保護者の方に

設定してもらってください。 

 

２ 使い方に注意。 

学校で渡しているタブレットは、学習の道具です。そのためインターネッ

トにはつながりますが、YouTube などにはつながらないように設定がされて

います。それを破ろうとしないでください。どのサイトをどれくらい見てい

るか、すべて教育委員会のサーバに残っています。危ないサイトはブロック

されますが、自分からも近づこうとしないでください。 



３ 自分の物ではありません。 

次年度や卒業後は別の人(新 1 年生)が使います。本体の故障は保険に入っ

ていますが、故意や重大な不注意による故障は保険がききません。乱暴に扱

わないで！ 

 

４ 充電について。 

 昼間の学校では原則として充電ができません。台数が多くブレーカーが落

ちる危険があるそうです。教室の保管庫ではタイマーで夜に 1/4 の台数ずつ

充電しています。充電器とケーブルも持ち帰りをする場合、故障や紛失は弁

償していただくことになります。取り扱いに細心の注意をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

                          

 

 

 

このあとパスコード

を設定します 

（保護者の方が設定

してください） 



 
 

 


